
2018年 3月 31日 

「国際的ビジネス環境等改善・シティセールス支援事業」 

（梅田地区ビジネス情報発信事業）  

実施報告書 

○ 概  要 

梅田地区のビジネス魅力を海外に向けて発信するため、国際会議「Hack Osaka2018」

にタイミングをあわせて次の３事業を行った。 

（１） 英字ビジネス誌の記事調広告枠（ペイドパブ）に記事を掲載。 

（２） フリーランスの記者２名を招請。 

（３） 中国語動画媒体の取材を受け入れ。 

＊Hack Osaka：大阪市などがイノベーションの創出を目的として 2013 年より毎年 2 月に開催し

ている国際会議。 

＜事業１：記事調広告（ペイドパブ）出稿＞ 

〇 媒体概要 

 日経アジアンレビュー 

→主としてアジアの情報を対象に日本経済新聞社が発行する英文ビジネス情報誌。主要な航

空会社の機内や空港ラウンジ、ホテルに設置されるほか、書店でも購入できる。発行部数

25000部。 

〇 出稿内容 

1. 雑誌本体への広告：2/19（月）発売号の表３見開き2ページ 

2. アプリ版への配信（雑誌と同内容） 

3. 特設WEBサイトの設置と、日経アジアンレビューオンライン版へのバナー掲出による

同サイトへの誘導（表示回数10万回） 

〇 記事の効果測定結果 

・掲載したメールアドレスへの問い合わせ → 3/31 時点でなし。 

・記事末尾へのURL掲載によるGrow With Umeda ウェブサイトの閲覧件数の推移 

（ユーザー数：アクセス数ではなく、同一 IPアドレスからの複数アクセスを1回とカウント） 

期間 総ユーザー うち海外 海外比率 

2/5～11 201 30 14.9％ 

2/12～18 192 28 14.5％ 

2/19～25（掲載後） 206 25 12.1％ 

2/26～3/4 210 15 7.1％ 

合計 809 98 12.1％ 

【添付資料】 

1-1媒体概要資料 

1-2掲載記事 

1-3特設WEBサイト画面イメージ 

1-4記事内容日本語訳 



＜事業２：プレスツアー＞ 

○ 招請記者の概要 

氏名 拠点 主な執筆媒体 

Timothy Hornyak 東京 PC World、Tech World、CIO 

Dan Sloan 横浜 EuroBiz 

○ 日程 

2/26 午前 

午後 

梅田地区・うめきた2期開発のプレゼンテーション 

ナレッジキャピタル ザ・ラボ、サロン視察 

外国人起業家、外国人投資家に取材 

Hack Osaka 2018前夜祭に参加（大阪市立美術館） 

2/27 午前 

午後 

大阪工業大学、関西大学の梅田キャンパス訪問 

Hack Osaka 2018に参加 

2/28 午後 ナレッジキャピタルおよび大阪イノベーションハブの海外と

の取り組みについて 

○ 実施内容 

（１） 大阪市・実践連絡会によるプレゼンテーション 

・事務局より、梅田の基本情報とエリマネの取

り組みについて紹介。 

・大阪市都市計画局より、うめきた2期開発計

画について説明。 

（２） ナレッジキャピタル視察 

・ナレッジサロン、フュ

ーチャーライフショール

ーム、ザ・ラボを案内し、

ナレッジキャピタルのコ

ンセプトとそれぞれの機

能が果たす役割について

説明。 

（３） 外国人起業家、投資家への取材 

・梅田を拠点に活動す

る スタ ートアップ

「Gochiso」の創業者

2名に取材。 

・同じく梅田を拠点と

するVCであるサンブ

リッジグローバルベン

チャーズ社長のアレン・マイナー氏に取材。 

＊Gochiso：サイトを通じてレストランを予約すると、農業支援を行う団体などに寄附ができる。 

（４） Hack Osaka 2018前夜祭に参加 

・大阪市立美術館（天王寺）で開催された前夜祭に参加し、翌日登壇予定のキーノー

トスピーカーやピッチコンテスト登壇者と交流・取材。 



（５） 大阪工業大学、関西大学の梅田キャンパスを訪問 

・都心に回帰しつつある大学が、産学交流・スタートアップ支援の拠点として取り組む

様々なプロジェクトを紹介。 

（６） Hack Osaka 2018本番、および関西イノベーションストリームに参加 

・Hack Osak に出展

する様々なスタート

アップ（特に海外から

の出展者）への取材、

および同時開催され

ていた大学発の技術

を紹介するイベント

を取材。 

（７） 梅田地区とヨーロッパとのビジネスにおける関わりについて紹介 

・ナレッジキャピタル・野村プロデューサーより、オーストリア・リンツとの取り組

みを始めとしたヨーロッパとのつながりについて紹介。 

・大阪イノベーションハブ・吉川理事より、パリ市との間で結んだイノベーション相

互支援に関する協定をはじめとする大阪市の取り組みについて紹介。 

【添付資料】 

 2-1 招請記者プロフィール 

 2-2 取材行程表 

 2-3 掲載実績 



＜事業3：中国語動画サイトの撮影受入れ＞ 

 大阪観光局が中国向け媒体枠を購入し制作する大阪紹介番組内で、観光だけでない大阪の魅力

を紹介するため Hack Osaka を中心とした梅田エリアのビジネスシーンを撮影し、番組に取り

入れる。 

○ 媒体概要 

華人チャンネル 

→中国国内外の中国人を対象としたインターネットテレビ番組サイト。 

○ 日程 

2/26 午後 ナレッジキャピタル ザ・ラボ撮影 

GVH大阪にて関西で活動する外国人起業家インタビュー撮影 

Hack Osaka 2018前夜祭（大阪市立美術館）および 

 関西で活動する投資家へのインタビュー撮影 

○ 実施内容 

（１） ナレッジキャピタル撮影 

・ザ・ラボ、ナレッジサロンなどを撮影 

（２） 外国人起業家へのインタビュー撮影 

・梅田を拠点に活動するスタートアップ「Gochiso」の外国人創業者2名に取材。 

（３） Hack Osaka 2018前夜祭の模様を撮影 

・前夜祭の模様を撮影、投資家のアレン・マイナー氏へのインタビューを撮影。 

【添付資料】 

 3 媒体概要資料 

【総括】 

・広告枠を購入しての取り組みについては今回初めてトライしてみたが、残念ながら期待した

効果（WEB サイトへの誘因や問い合わせ）は得られなかった。コンテンツそのものは後のプ

レスツアーや MIPIM 参加においても十分にメディアの関心を引くものであったため、媒体の

選択や規模などについて検討が必要。 

・記者２名の招請については、前回（2015年）実施時の反省をふまえて、事前に様々な角度

から梅田を紹介するストーリーをアイデアとして掲示し、記者が関心を示した内容に沿って取

材相手や行程をアレンジした。２名はいずれも東京の外国人記者クラブに所属する記者だった

が、「大阪がこれほどホットなことになっているとは知らなかった」といった感想をいただい

ており、海外はともかく東京へ向けての情報発信も今後は必要と実感した。 

・中国動画サイトはもともと観光目線での取材を予定していたものだが、本ツアーにうまく組

み込むことで大阪（梅田）のビジネス魅力についても紹介していただくことができた。 

以 上 
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＜ベイドパブ＞ うめだ

メインキャッチ

新しい時代はここから動く

進化し続けるまち「梅田」が面白い

A New Era Starts Here 

The Fascination of Ever-evolving Umeda 

リード

一日 240 万人もの乗降客が行き交う交通の要であり、ショッピングをはじめ様々なア

メニティが充実する梅田が、世界をリードするビジネスエリア・イノベーション拠点へ

と進化を続けている。その中心を担う「うめきた」は、先行開発区域が大きな成功を収

め、満を持して２nd stage が始動する。世界でここにしかないまちへと進化が続く「梅

田」から目が離せない。

As a transport hub used by 2.4 million passengers every day and with a rich 

array of shopping and amenity options, Osaka’s Umeda district is continuing 

its evolution into a world-class commercial zone and center of innovation. The 

Umekita area, which has achieved major success as a Priority Development 

Zone, is where much of this evolution is taking place. Now the long-awaited 

second phase of development is under way. Umeda’s evolution into an urban 

area unique on a global scale continues to fascinate. 

小見出し 

圧倒的な「みどり」のあるまち

うめきた２nd stage 開幕

A city clothed in greenery 

Umekita Phase Two Development kicks off 

 大阪の玄関口・JR 大阪駅前に残された貨物駅跡 24ha の広大な敷地を利用した「う

めきたプロジェクト」。2013 年 4 月に先行開発区域７ha がまちびらきをし、年間 5000

万人もの来場者を数えている。2015 年 3 月には「うめきた 2 期区域」におけるまちづ

くりの方針が決定、本格的な開発に向けてスタートを切った。

The Umekita Project is rising on the site of a former Japan Railways (JR) 

資料１-４　記事内容日本語訳



cargo terminal, close to Osaka Station. The huge site covers nearly a quarter 

of a million square meters. In April 2013, construction in the 70,000 m2 

Priority Development Zone was completed, and today the facility receives 50 

million visits a year. In March 2015, urban development plans for Umekita 

Phase Two were finalized, and preparations began for full-scale development. 

 コンセプトは「みどり」と「イノベーション」の融合拠点。真ん中に 4.5ha の都市

公園を置き、区画全域で８ha のみどりを生み出すというチャレンジングな計画だ。う

めきた全体のテーマである「イノベーション」では、人々が健康で豊かに生きるための

製品やサービスを生み出すことを目指す。時代の先をいくために大阪府市、経済界、開

発時業者が役割分担をしてイノベーション機能を実現していくこととなる。

The Phase Two zone concept is a fusion of greenery and innovation. The 

development plan is challenging, calling for a 45,000 m2 urban park at the 

center of the site, and 80,000 m2 of greenery for the site as a whole. The 

overall Umekita Innovation Concept aims to provide products and services to 

promote healthy, fulfilling lifestyles. The prefecture and municipality of Osaka, 

the business community, and developers are collaborating to realize the 

features required to deliver innovation. 

 そのうめきた 2 期区域における、開発事業者決定のコンペが 2017 年 12 月から始ま

っている。既に 1 次予選で優秀提案者 20 チームが決定しており、このチームと組めば

海外デベロッパーやグリーンデザイナーも開発に参加できる。公園も含めたエリア全体

の開発・デザインに一から取り組めることは大きな挑戦であり、腕のみせどころとなる。

Competitive bidding for the Umekita Phase Two Development kicked off in 

December 2017. Initial developer selection has already resulted in 20 distinct 

proposal teams, and participation will also be open to international developers 

and landscape designers. Involvement from the beginning in development 

and design of the entire zone, including the central park, will be a major 

challenge for the participants, and a rare opportunity to demonstrate their 

capabilities. 

 一方、交通を含めた基盤整備も着々と進んでいる。もともと大阪駅は関西圏の交通の

集約地であり、関西圏内とのアクセスは抜群だったが、関西国際空港と大阪駅･新大阪



駅を直結させる工事が始まり、関西国際空港までの所要時間が約 20 分短縮される。あ

わせて大阪市内を南北に貫く新路線「なにわ筋線」も計画されており、完成すれば関西

国際空港からのアクセスはより早く便利になる。

Meanwhile basic construction, including transport infrastructure, is moving 

ahead. Osaka Station is a key transport hub offering unmatched access to the 

entire Kansai region, but the start of construction for direct connections 

between Kansai International Airport, and Osaka and Shin-Osaka Stations, 

promises to cut transit time to the airport to around 20 minutes. At the same 

time, a new planned rail line, the Naniwasuji Line, will run north-south 

through metropolitan Osaka. Once the line is complete, access from Kansai 

International Airport will be even faster and more convenient. 

小見出し 

多様な交流からイノベーションを創出

ナレッジキャピタルの成功

Generating innovation from multifaceted interaction 

The success of Knowledge Capital 

 先行開発区域のグランフロント大阪がまちびらきをして５年弱。その中核施設が知的

創造･交流の場「ナレッジキャピタル」だ。駅前の商業施設のなかにある知的創造の拠

点は海外からの注目が高く、海外からの視察が目白押し。提携先もオーストリア、フラ

ンス、台湾、香港、タイなどに広がり、相互にクロスマーケティングを行ったり、ビジ

ネスマッチングを進めるなど、確実に海外とのパイプが出来上がってきた。

It has been less than five years since Grand Front Osaka, a Priority 

Development Zone, opened its doors. Knowledge Capital is a core facility 

within Grand Front Osaka, a place for knowledge creation and exchange. 

Locating a center for knowledge creation in a central retail facility has 

attracted international attention and throngs of foreign visitors. The 

expanding roster of international participants includes those from Austria, 

France, Taiwan, Hong Kong, and Thailand. Promotion of such activities as 

mutual cross-marketing and business matching has steadily bolstered 

Knowledge Capital’s value as a bridge for international business.  



この「ナレッジキャピタル」の両輪は、会員制サロンと研究発表の場であるザ・ラ

ボ。サロンにはコミュニケーターが常駐し会員同士をマッチング。交流のなかから、数

多くのコラボレーションが生まれている。イベントも盛んで、サロン内のイベントは年

間 200 以上と、多様な人と交わる機会が提供される。会員 2000 名、外国籍の会員も

活動されており、会員希望は常にウェイティング状態が続いている。

The two main features of Knowledge Capital are The Knowledge Salon, 

which serves as a setting for members to communicate, and The Lab., for 

presentation of research results. The Knowledge Salon is staffed with 

communicators experienced in matching members, and the resulting 

interchange is spawning numerous collaborations. The Knowledge Salon also 

hosts over 200 events annually, giving its 2,000 members a broad selection of 

interaction opportunities. There are many international members, and a 

continuing waiting list to join. 

 ザ・ラボは、企業や大学の研究成果を展示･発表する場。一般来場者の意見をフィー

ドバックすることでブラッシュアップし、世界に向けて新たなものを生み出すことを目

指している。参画者からは、「製品を国内外で出展する機会を持てた」「大手企業との

共同開発が始まった」「海外投資家の注目をあび資金調達ができた」など評価が高く、

サクセスストーリーも数多く生まれている。

The Lab. serves as a setting for enterprises and universities to present 

research results. Visitor feedback is encouraged to drive further refinements 

aimed at realizing practical new products and technologies. Participants praise 

The Lab. for the domestic and international product exposure it offers. Such 

exposure can in some cases lead to further opportunities, such as joint 

development agreements with major enterprise partners, or funding from 

international investors. The Lab. is a powerful incubator for success. 

 また、カフェという空間で、各界の第一人者が登壇し、中学生からシニア層までが一

緒に話を聞き意見交換できる「超学校」や、ナレッジキャピタルで最もイノベーティブ

な活動を行った人を表彰する「ナレッジイノベーションアワード」なども実施。アワー

ドには中高生部門もあり、若い世代の教育の場としても注目されている。

Knowledge Capital also engages in a range of other activities, including 

lectures by leading individuals in different fields, presented in a café setting to 



audiences ranging from junior-high school students and up, as well as the 

Knowledge Innovation Awards, presented to persons who have engaged in 

outstandingly innovative activities at Knowledge Capital, and the Knowledge 

Capital CHO school collaborative series. The awards feature a junior and 

senior high school division, and are gaining attention for their role in youth 

education. 

 「うめきた２期」のまちが完成すれば、より一層多様な人が集まり、様々なイノベー

ションが生まれるだろうと期待は大きい。

When Umekita Phase Two is complete, it will act as a magnet for a diverse 

population, and is expected to become a major center for innovation. 

小見出し 

大規模プロジェクトが続々

梅田全体がさらに発展するために

A succession of major projects 

Supercharging Umeda’s development 

 梅田は半径１km 内に７つの駅と商業施設、オフィス、ホテル、コンベンション施設

などがコンパクトにまとまったエリア。JR の駅と一体化した複合施設「大阪ステーシ

ョンシティ」、「梅田阪急ビル」、そして、「うめきた先行開発地区」など大規模開発プロ

ジェクトが重なり、常に変化し続けるまちとなった。

Within a one-kilometer radius, Umeda includes seven railway stations and a 

wide range of retail and office facilities, hotels, and convention spaces, all in 

one compact area. Several major development projects have been completed 

in recent years, including Osaka Station City, rising over JR Osaka Station, as 

well as the Umeda Hankyu Building renovation and the Umekita Priority 

Development Zone. The face of Umeda is changing all the time.

いまも JR 大阪駅の南で「梅田 1 丁目 1 番地計画」が進んでいる。大阪神ビルディ

ングと新阪急ビルを一体的に建て替える開発で、国内で初めて二つのビルをつなぐ道路

上空の商業施設利用が可能になったことでも注目されている。工事は段階的に進み、

2022 年の春の竣工予定だ。９階までは阪神百貨店が入り、11 階がスカイロビーとカ



ンファレンス、12 階 38 階が西日本最大規模のオフィスゾーンとなる。新しいビジネ

スやコンベンションのあり方をキャッチアップしながら、東京に負けない大阪の顔とな

る施設を目指している。ホールは 1000 人規模で、梅田にある他のホールと連携すれば、

国際会議への対応も可能だ。

The Umeda 1-1 Project is in progress in the area to the south of JR Osaka 

Station, with the Dai Hanshin and Shin Hankyu Buildings undergoing 

comprehensive renovation and reconstruction that will transform them into an 

integrated complex. The project is notable for being the first development to 

receive permission to connect two buildings with a commercial facility 

spanning the space over the roadway between them. Work is progressing in 

stages with completion slated for spring 2022. The Hanshin Department Store 

will occupy nine aboveground floors; the 11th floor will feature a sky lobby and 

conference facility, while the 12th to 38th floors will house the largest single 

office zone in western Japan. The goal is to bring Osaka’s business and 

convention facilities to a level that is every bit as competitive as those in Tokyo. 

The project will include an auditorium with seating for 1,000, and in 

conjunction with similar facilities in Umeda, will enable the hosting of 

international conferences. 

 注目したいのは、ビルを単独開発するのではなく、梅田全体としてまちづくりを進め

ている点だ。地下道や地上の歩道を広げて美化し、広場空間を整備。エリア全体が協力

することで、歩きやすく来て楽しいまち、ビジネスシーンでも世界に誇れるまちを目指

している。

An important aspect of Umeda’s urban development is that it consists not 

solely of individual building development, but also the overall transformation 

of Umeda. Under- and aboveground pedestrian areas will be expanded and 

beautified, creating plaza environments. Local businesses are collaborating in 

these efforts with the aim of creating a pedestrian-friendly district to draw 

visitors and a world-class setting for commercial activity. 

＜コラム＞

梅田コネクト

Umeda Connect 



西日本旅客鉄道、阪急電鉄、阪神電鉄、グランフロント大阪 TMO の 4 社が連携、梅田

エリアのマネジメントや梅田全体の魅力アップ、エリア活性化に取り組む。また、梅田

周辺MapやWEBサイトを作成、梅田のイベント情報をはじめまちの魅力を発信する。

West Japan Railway Company, Hankyu Corporation, Hanshin Electric Railway, 

and Grand Front Osaka TMO are collaborating on Umeda area management, 

upgrading Umeda’s overall appeal and bringing new energy to the area. With 

a map of Umeda as well as a dedicated website, the partners will be posting 

everything about Umeda, including local events and the latest information on 

things to do and see. 

Hack Osaka VI 

「オープンイノベーションシティ」を掲げる大阪市が、年に一度開催する国際イノベー

ション会議「Hack Osaka」。6 回目は、「つながる力・つなげる力でセレンディピティ

を生み出す－Give Before You Get－」をテーマに開催。

開催日時：2018 年 2 月 27 日 13：00 18：00（予定）

場所：グランフロント大阪 コングレコンベンションセンター（B2F）

Hack Osaka is an annual international innovation conference held since 2012 

by Osaka, the Open Innovation City. The theme of this year’s conference is 

“Power to Connect and Get Connected Produces Serendipity: Give Before You 

Get.” 

Date: February 27, 2018 (13:00 – 18:00) (Scheduled) 

Venue: Grand Front Osaka, Congrės Convention Center B2F 

https://www.innovation-osaka.jp/hackosaka/en.html

＜キャプション＞

うめきたエリア

The Umekita Area 

「うめきた」は、JR 大阪駅の北側、旧梅田貨物駅跡地の再開発エリア。24ha のうち

７ha は先行開発区域として 2013 年 4 月にオープン。残りの区域が２期区域で、その

中心を占めるのが 4.5ha の都市公園となる。貨物駅区域で分断されていた梅田の東西

がつながり、梅田のポテンシャルはさらに高まる。また、JR 東海道線支線地下化や新



駅設置事業が行われており、関西国際空港への移動時間が短縮される。

Umekita is an urban development zone on the north side of JR Osaka Station, 

on a former JR cargo terminal with an area of nearly a quarter of a million m2. 

Seventy thousand m2 of this area were designated a Priority Development 

Zone, with development completed in April 2013. The remainder of the site is 

designated the Umekita Phase Two Development and will include a 45,000 m2

urban park. The Umeda area, formerly divided east and west by the cargo 

terminal, will be unified, further boosting its potential. Furthermore, a branch 

line of the JR Tokaido Line will be brought underground and a new station is 

being constructed, reducing travel time to Kansai International Airport. 

交通

Transport 

現在京都から新大阪を経由して関西国際空港へ連絡している鉄道路線を付け替え、うめ

きたエリア内に新駅を設置。大阪駅 関西空港間は約 20 分短縮される。

A rail line will connect to those already running through Kyoto and Shin-Osaka 

to Kansai International Airport, and a new station will be constructed in 

Umekita. This will reduce travel time from Osaka Station to the airport by 20 

minutes. 

また、市内を南北に走る道路「なにわ筋」の地下を通り、難波付近までを結ぶ新路線「な

にわ筋線」を計画。開業目標は 2031 年で、関西空港と新駅をつなぐ JR 以外の別線別

ルートが生まれることで、関西空港から新駅への本数が増え、大阪駅への所要時間も短

縮されるなど効果は大きい。

In addition, a new rail line, the Naniwasuji Line, is planned for construction 

beneath Naniwasuji, a major artery running north-south through the city. The 

line will connect Umeda with the Namba area and is scheduled to open in 2031. 

This will be the birth of a new line and route connecting the new station with 

Kansai International Airport. It will have a significant impact, adding more 

trains to and from city and airport and reducing travel time to Osaka Station.  

ザ・ラボ



The Lab. 

アクティブ･ラボでは、開発段階のプロトタイプや、企業や研究機関、大学などの研究

成果を来場者に展示できる。また、ワークアウトなどを行えるアクティブスタジオも併

設されている。コミュニケーターが常駐し、意見をフィードバックすることでイノベー

ションの精度と速度を高めている。その他、イベントや講座などが開講されるカフェラ

ボやイベントスペースがある。さらに、ナレッジキャピタルにはシアターやカンファレ

ンスルーム、3000 名規模のコンベンションセンターなども揃う。

In the Active Lab., creators can display prototypes under development, and 

enterprises, research institutions, universities, and others can present the 

fruits of their research. In the nearby Active Studio, visitors can enjoy 

workouts and other activities. Communicators are always on hand to help 

drive the speed and accuracy of innovation by feeding back visitor comments 

to creators. There is also Café Lab. and an event space for hosting lectures 

and events. Furthermore, Knowledge Capital offers a theater and conference 

rooms as well as access to a convention center with space for 3,000 visitors.  

梅田１-１計画

Umeda 1-1 Project 

12 階 38 階は、最新設備を備えた西日本最大規模のオフィスゾーン。11 階には 1000

名規模のカンファレンス（ホール）のほか、スカイロビーを設置、12 階には憩いのス

ペースとなる屋上広場も設けられる。

Floors 12 to 28 are dedicated to office space, meaning the Umeda 1-1 Project 

will be the largest and most advanced office zone in Western Japan when 

completed. The building will also be equipped with a conference hall 

accommodating 1,000 visitors, to be located on the 11th floor, below the office 

zone. The building will also feature a Sky Lobby, as well as a relaxing rooftop 

plaza on the 12th floor. 

災害時には、カンファレンスゾーンや屋上広場が、一時滞留・避難スペースとして活用

される予定だ。

In case of disaster, the conference zone and rooftop plaza can serve as 



temporary shelter space for persons who may find themselves stranded in the 

area.



Timothy Hornyak 

Freelance Journalist  

Tim Hornyak is a freelance science and technology journalist based in Tokyo. He is also the author 
of “Loving the Machine: The Art and Science of Japanese Robots.” Hornyak has worked as Tokyo 
correspondent for IDG News, editor at Kyodo News, and NHK, and has contributed to media such 
as Scientific American, PC World, CIO, TechWorld, TechHive, Canadian Business, the Globe and 
the Mail, Kyoto Journal, CNET News, Far Eastern Economic Review, and the MIT Technology 
Review. 
In addition to writing on techonology, business, and science, he has written on Japanese culture and 
history for titles including National Geographic News and Lonely Plant guidebook series, and has 
lectured on Japanese robots at the Kennedy Center in Washington. He is a graduate of  the McGill 
University, Montreal, Canada in English Literature. 

Experience 

Freelance Journalist 
1998 – Present 
Publications include - Scientific American, PC World, CIO, TechWorld, TechHive, Canadian 
Business, the Globe and the Mail, Kyoto Journal, CNET News, Far Eastern Economic 
Review, the MIT Technology Review 

Tokyo Correspondent 
IDG News Service 
Dates Employed 2014 –2015 

CNET News contributor 
CBS Interactive 
Dates Employed 2009 –2013 

Author 
Lonely Planet 
Dates Employed 2006 – Dec 2012 

Editor 
NHK TV 
Dates Employed 2005 – 2008 

Editor 
Kyodo News 
Dates Employed 2000 – 2005 

Editor, medical magazine 
STA Communications 
Dates Employed 1997 – 1998 

資料２－１　招請記者プロフィール



Selection of Past Articles: 

CIO — SoftBank gives more detail about $50B US investment 
PC World — Japan starts 8K TV broadcasts in time for Rio Olympics 
PC World — Asus Chairman Jonney Shih explains the Zenbo robot 
IEEE Spectrum — SCHAFT Unveils Awesome New Bipedal Robot at Japan Conference 
CIO Australia — Toshiba rolls out activity trackers for seniors 
TechWorld (AU) — Fujitsu brainstorm room lets you write on the walls 
Computer World New Zealand — How Japan's Privacy Visor fools face-recognition 
cameras 
TechWorld (AU) — Nokia rolls out spherical camera for virtual reality apps 
World India — Line aims lightweight chat app at developing countries 

Other titles-  
Intelligent Electric Cars at Tokyo Motor Show 
Nintendo's President Iwata's death comes as firm tries to move to mobile 
Giant mecha robots from Japan, US will meet in epic battle 
IT firms' cloud appetite strong as gear sales surge 25 percent 
In Japan, Uber dons white gloves to battle an elegant rival 
Sony launches crowdfunding site, e-paper remote control 
Toshiba readies scorpion-like robot for Fukushima nuclear plant 
Japan seniors' home deploys cloud-connected air conditioners, motion sensors 
Lexus claims most 'Back to the Future' hoverboard yet 
Why SoftBank's Pepper could become the iPhone of robots 
Foxconn, Alibaba join SoftBank in global robotics push 
NHK tries to prime viewers for 8K with interactive features 



Dan Sloan 

Senior Advisor to Chief Communications Officer, Nissan Motor Corporation 
Editor in Chief of the Nissan Global Media Center 
Freelance Journalist & Reporter 

Prior to joining Nissan in April 2011, he was senior correspondent for Reuters Television and an 
adjunct professor of Journalism at Komazawa University. His business reports and live segments have 
appeared on global broadcasters including CNN, CNBC, BBC, CCTV, MSNBC, along with a variety 
of global television and radio outlets. He is a frequent public speaker and commentator in Japan on 
topics including his book: "Playing to Wiin: Nintendo and the Video Game Industry's Greatest 
Comeback." He earlier served as president of the Foreign Correspondents' Club of Japan, Reuters 
Bureau Chief Singapore, and an editor for Knight-Ridder Financial. He is a graduate of Columbia 
Graduate School of Journalism and the University of Virginia. 

Experience 

Senior Advisor to Chief Communications Officer 
Nissan Motor Corporation 
Dates Employed Apr 2017 – Present 

Editor-in-Chief, Nissan Global Media Center 
Nissan Motor Co., Ltd. 
Dates Employed Apr 2011 – Present 
Leading the development and management of Nissan’s first dedicated global news center, 
established to create multi-media content and social networking sites for a wide variety of 
marketing and communication channels. 

Senior Correspondent 
Thomson Reuters  
Dates Employed 2001 – 2011 

Adjunct Professor Journalism 
Company NameKomazawa University 
Dates Employed 2009 – 2011 

Bureau Chief 
Reuters Singapore 
Dates Employed 1999 – 2001 

Anchor/Correspondent  
Reuters Financial Television 
1994 – 1999 

Editor/Correspondent 
Knight-Ridder Financial News 
1992 – 1994 
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